
第961回 例会 Ｎｏ．6 平成２７ 年８月20日（木） 晴

例会変更「夏の家族会」 於フラリエ 18：30～

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞﾞ

■ 出席報告 会員５０名中２８名出席

■ 出席率

■ 修正出席率

■ ゲスト

■ ビジター

（同日受付）

５９.５７％   出席計算人数４７名

８月６日  ９５.６５％

会員ご家族ご友人２１名

関 RC 林 隆一さん以下１１名

会長挨拶                   岩田  宏

懇親風景



☆☆例会のご案内☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎８月２８日（金）第９６２回例会 例会変更 ３RC 合同

「ガバナー公式訪問」名古屋マリオットアソシアホテル

◎９月３日（木）第９６３回例会 クラブフォーラム

「ロータリー研修卓話」「名古屋中央 RAC 支援金」

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

ロータリーの歩み２
（ロータリージャパンウェブ【ロータリー関連資料】より転載）

「ロータリーの定款と綱領のはじまり」※

＝組織には目的があり、

組織が生まれると規則ができる＝

人が集まり、組織ができれば、当然のことながら、規則やその

理念といったものが必要になってきます。

今日、使用しているクラブ定款・細則は、どのようにして定め

られていったのでしょうか。また、今日、ロータリアンがその拠

り所としているロータリーの綱領はどのようにして生まれたの

でしょうか。

『ロータリー日本五十年史』には、最初の定款ができたのは

1906 年 1 月で、

（1）会員の職業上の利益の増進、

（2）親交と社交のクラブに普通付帯する望ましい事柄の増進、

をその目的としていたが、その年のうちに、

（3）シカゴ市の最善の利益を振興し、会員間に市民としての誇

りと忠誠の精神を鼓舞すること、

が加えられた。とあります。

ロータリーの友今月号では、5 月に発刊した『奉仕の一世紀

国際ロータリー物語』の文章を借りて、ご紹介します。

定款と細則

初期のロータリーには細則も定款文書もなかった。1905 年

来のシカゴのロータリアン、チャールズ Ａ.ニュートンが 1927 年

にこのように書いている。

「私たちは自分たちの規則を完全に理解した紳士協定を作成し

ようとした。会員は公開の会議で、口頭票で選ばれる。一票で

も反対票があれば、入会できない。」

全国的な運営組織のなかった最初の 16 クラブは、一般に、

シカゴ・クラブの定款と細則をそのまま採用していた。法による

義務付けがあったためではなく、その方が手っ取り早かったた

めであった。全米連合会理事会の初回の会合から、役員らは

全クラブを拘束する標準的な定款を定める必要性を認識してい

た。1911 年にオレゴン州ポートランドで第 2 回目の大会が開催

される頃には、この問題は緊急の課題となっていた。ロータリ

ーは 3 カ国に 36 クラブを有する規模に拡大し、各クラブがそれ

ぞれ独自の定款と細則を掲げていたのである。

シアトルのＪ. E. ピンカム議決案委員会委員長は、ポートラン

ド大会に集まった代表委員を前に、クラブがモデル定款と細則

を採用することを議決案委員会は勧告すると報告した。この勧

告を受けて、ポール・ハリス全米連合会会長はこれらの文書を

作成する委員会を任命した。シアトルのアーネスト L. スキー

ルを委員長とするこの委員会は、一年をかけてモデル定款・細

則を草案した｡スキールがこれを 1912 年のミネソタ州ドゥルー

スでの大会での発表すると、代表委員の圧倒的な支持を受け

て採択された｡その後数年、定款細則は改訂され、一部は書き

直されたが、中心的なテーマは今日も変わらずロータリーを導

く道しるべとなっている｡

しかし、定款があるということは、必ずしもすべてのクラブがこ

れを使い始めたという訳ではない｡ロータリアンは実業界の指

導者であり、意志決定者であり、規則を課されるよりも、自分で

設定するのに慣れていた｡

1915年、国際連合会は、加盟クラブに300の定款があり、した

がって目標も 300 組あることを発見した｡ロータリーが目指した

のは200の異なる目標や原則に沿う200の異なる組織ではなく、

1 つの統一された運動になることであった｡

ミネアポリスのアレン D. アルバート 1915-16 年度国際ロータ

リー会長は、ロータリー・クラブ国際連合会の定款と細則を起草

する委員会の委員長にアーチ・クランフを任命した｡クランフは

1915 年サンフランシスコ大会で委員会の報告書を発表し、代表

委員が全会一致でこれを採択した｡それから1年のうちに、委員

会はもう 1 組の書類を作成した｡各ロータリークラブのモデル定

款・細則となるものである｡クラブの名称、綱領、会員資格と分

類、区域限界、特定の政見支持の禁止など、重要な項目は標

準化した｡1916 年シンシナティ大会の代表委員がモデル定款・

細則を採択し、すべての新設クラブにこの採用を義務付けた。

「既存のクラブは既得権が認められる（連合会に残ることが許

可される）が、地元クラブの定款に今後変更を行う場合は、国

際連合会理事会の書面による承諾を得なければならない。」と

チェスリー・ペリーが The Weekly Letter（週報）に書いている｡

国際ロータリー・クラブ連合会の新しい定款で最も根本的な変

更は、ロータリーを地区と呼ばれる10の地理的単位に分けたこ

とにあった｡これによって、連合会の綱領を推進し、クラブを新

設し、既存クラブの利益を増進し、それらを国際連合会理事会

の一般的な監督の下で行うために、「地区ガバナー」という新し

い肩書きが創出された｡90年後の今日も、地区ガバナーは国際

ロータリー理事会と地域のロータリアンとの間のリンクとして機

能している。永い年月のうちに、ロータリーの定款は何度か改

定されたが、文化的あるいは地理的変化に応じて行われた部

分的修正を除き、改定は軽微なものであった。

ロータリー要綱とロータリーの綱領

定款と細則は連合会とクラブが守る規則と手続を定

めたが、「ロータリーとは何か？ ロータリアンは何を信

じているのか？」という基本的な問いかけに答えるもの

ではなかった｡こういった中心的価値観は、もともと「ロー

タリーの宣言」と呼ばれたスピーチ、後に「ロータリーの

綱領」に簡潔にまとめられている。

シアトル・ロータリー・クラブがその信条を定義する要

綱を作成したのは、ほぼ発足の当日と言ってよい。同ク

ラブのジェームス・ピンカム、アーネスト・スキール、ロ

イ・デニーの 3 名はクラブの方針声明書に手を加え、ポ

ートランドで開催された 1911 年の第 2 回年次大会で「ロ

ータリー要綱」案として発表した。5 段階から成る声明文

は、会員の職業分類制度、公明正大な商取引の公約、

奉仕がすべての仕事の基礎であるという考え方を提示

した｡要綱は「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」

という言葉で締めくくられていた。

ロータリー要綱が採択された 1912 年 8 月の同日、代

表者たちは連合会の「綱領」も承認した｡1906 年に採択さ

れたシカゴ・ロータリー・クラブの最初の定款には、次の

2 つの綱領があった：

※現在、「ロータリーの綱領」は「ロータリーの目的」と和訳を変更



１．本クラブ会員の事業上の利益の増大

２．通常社交クラブに付随する親睦およびその他の特

に必要と思われる事項の推進

クラブは年内に 3 つ目の綱領を付け加えた｡

３．シカゴの最大の利益の推進、及び市民の誇りと忠誠

とを市民の間に広めること｡

1910 年の全米ロータリー・クラブ連合会の第 1 回大会

に出席した代表者たちは、新組織の 5 つの目標を設定し

た｡

１．クラブの新設

２．全クラブの共通の利益の推進

３．市民としての誇りと忠誠心の奨励

４．高潔なビジネス方法の推進

５．個人会員の事業上の利益の増大

奉仕の理想への関心が高まるにつれて、ロータリア

ンは他者を援助する活動への関与を高めていった｡1915

年のサンフランシスコ大会で、代表者たちは第 5 の目的

を拡充し、第 6 の目的を付け加えた｡

５．地域社会の公共の福祉に対するクラブ会員の関心を

高め、かつ、市、社会、商工業の発展のために他の人々

と協力すること

６．同僚や社会一般のために奉仕したいという意欲を起

こすよう会員を鼓吹すること

1918年、国際連合会は再び改正を行い、綱領は4点に

まとめられた。しかし、クラブとプロジェクトが急激に増大

したため、この綱領は間もなく不適切となり、再び 6 点か

ら成る綱領に改定された｡

その後、ロータリーは繰り返し、組織自体の定義を微調

整し、1951 年にその最も重大な最後の変更が行われた｡

ロータリーには「有益な事業の基礎として奉仕の理想を

鼓吹し、これを育成する」という実際ただ1つの綱領があ

ると決定されたのがこの時であった｡この崇高な目的を

固く前面に 打ち出した後、ロータリアンが綱領を成就す

る 4 分野が次のように説明された｡

第 1 奉仕の機会として知り合いを広めること；

第 2 事業および専門職務の道徳的水準を高めること；

あらゆる有用な業務は尊重されるべきであるという認識

を深めること；そしてロータリアン各自が、業務を通じて

社会に奉仕するために、その業務を品位あらしめるこ

と；

第 3 ロータリアンすべてが、その個人生活、事業生活

および社会生活に常に奉仕の理想を適用すること；

第 4 奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務に携わ

る人の世界的親交によって、国際間の理解と親善と平和

を推進すること｡

ロータリー100 年の歴史の中で、時代やその背景の変

化にともなって、定款や綱領の文言は変わってきました。

そして、今後も変わっていくことでしょう。でも、そこには、

決して変わることのない、100 年間、脈々と受け継がれ

てきたロータリーの精神があります。

引用文献 『ロータリー日本五十年史』『奉仕の一世紀

国際ロータリー物語』

「ロータリーの友」2004年９月号より

やさしいロータリー財団の話
（ロータリージャパンウェブ【ロータリー関連資料】より転載）

●「26ドル」50セントから始まった」

1917年、当時、ロータリークラブ連合会（後の国際ロータ

リー）会長だったアーチ・クランフは、アメリカ・ジョージ

ア州アトランタで開催された年次大会で、「ロータリーが基

金をつくり、全世界的な規模で、慈善、教育、その他、社会

奉仕の分野で、何かよいことをしようではないか」と提案し

ました。

彼の提案は、同大会で採択されました。ロータリー基金

（ロータリー財団の前身）への最初の寄付は、1917年、ミズ

ーリ州カンザスシティーロータリークラブから寄付された

26ドル50セントでした。

今日、世界のロータリアンから多額の寄付を集めるこの

財団が、順調にスタートしたわけではなく、6 年が経って、

基金の残高はやっと700ドルに達したにすぎませんでした。

その後、基金総額が5,000ドルに達した1928年のミネア

ポリス国際大会で、この基金による事業開始の時が来たとし

て、基金の名称をロータリー財団と改め、元ＲＩ会長からな

る管理委員会が運営する国際ロータリーから独立した組織

となりました。

1947年1月27日、ロータリーの創始者ポール・ハリスが

亡くなると、「ポール・ハリス記念基金」に多くの人々から

寄付が寄せられ、翌年には海外で高等教育を受ける 18 件の

奨学金が授与されました。これが国際親善奨学金の前身です。

●年次基金～「ＥＲＡＹ」ってなに？

「ＥＲＥＹ」とは「Every Rotarian, Every Year」のことで、

日本では「毎年あなたも100ドルを」として親しまれていま

す。

言葉のとおり、「毎年すべてのロータリアンが年次基金へ

寄付をすることでロータリー財団の活動に参加しましょ

う！」という寄付による参加を呼びかけるメッセージです。

年次基金は、ロータリー財団の活動を支える最も重要な

資金源です。ロータリー財団の年次基金の特徴は、寄付金を

3 年後の活動に利用することです。これにより、ロータリア

ンは、寄付額が確定した後で、予算とプロジェクトの計画に

時間をかけることができます。一方、財団はその間寄付金を

投資し、収益により管理運営費と寄付増進費を捻出していま

す。

年次基金には、シェアや 6 つの重点分野などの選択肢が

あり、いずれも目標に対する達成額に含まれます。シェアを

選択した場合は、50％がＤＤＦ（District Designated Fund

地区財団活動資金）、残りの 50％がＷＦ（World Fund 国際

財団活動資金）となります。ＤＤＦは寄付者の地区で使途を

決めることができ、クラブが実施する奉仕プロジェクトに利

用できます。

今年度、世界における年次基金の世界の目標額は 1 億

2,000 万ドルです。世界的には「ＥＲＥＹ」は年次基金に毎

年100ドルを寄付することを目標としていますが、日本では

田中作次ＲＩ会長年度の今年度、年次基金一人当たりの目標

を、昨年度達成の約130ドルより少し上向きに「150ドル」

と掲げました。

Every Rotarian, Every Year, あなたも世界でよい

ことをするために、参加しましょう！


